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2 月 9 日、 第 9 回経営フォーラムを愛媛同友会として
は初めてのフルオンラインで開催しました。 今号は盛
況だった経営フォーラムを特集してお伝えします。
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2 …第 9 回経営フォーラム特集 ： 第 1 分科会

経営フォーラム第 1 分科会 ： 労使見解

　「人を生かす経営の実践が、

労使見解の実践になる」。

　非常に明確な言葉から始まっ

た報告。 これを理解し実践する

という壮大なミッションは、 我々

中小企業家同友会会員の一致

する認識です。 それを推進す

るために ｢ 変えてはいけないもの

と変えなければならないもの ｣ の 2 つに分けて報告は進みます。

　最初に、 労使見解のまえがきにある、 労使見解から学ぶべき

点。 全 4 点からなる第 1 点目に＜経営姿勢の確立＞が記され

ているが、 その前に＜自己姿勢の確立＞が必要だと説かれま

す。 籔さんの 「人」 の解釈は、 他人ではなくまず自分 ・ 自己

に重きを置いていること。 何のために生まれ ､ 生きて、 どのよう

な生き方 ・ 考え方をするのか、 そして何を実現するのか？価値

観や人生観を本質で捉えることがとても重要だと。

　報告テーマの 「変えないもの」 として、 経営の根幹である、

経営理念、 経営基本方針 （会社を存続する 4 条件①成長業界

のニッチ分野に注目し先駆的に市場参入②未来への自社の強

みを認識しそこに資源を集中投下③明確なビジョンを打ち出す

④経営理念 ・ 事業計画を伝え社員とベクトルを揃える）、 人を

生かす経営。

　「変えなければならないもの」 には、 「戦略 ・ 戦術」。 現在で

言えば全社一丸のコロナ対策。

　30 年以上同友会で学び続けられた籔さんの報告は、 人を生

かす経営、 労使見解、 組織的経営、 経営指針成文化、 求人、

共に育つ環境づくり、 地域との連携 ・ 貢献、 女性活躍、 SDG

ｓ、 ビジョン策定、 財務、 ブランディング、 商品開発、 業態転換、

後継者育成、 事業継続、 BCP、 コロナ対策など多岐に渡る実

践内容でした。 報告時間を 10 分延長して 70 分に設定したもの

の、 その見識 ・ 見解の質と量を鑑みるとまだ時間が短かったと

反省しました。

　コロナ禍の下、 本来なら愛媛にお越しいただき懇親会でもそ

の不足分を補う交流を果たせなかったことはとても残念でなりま

せん。 が、 中 周作 ・ 実行委員長の尽力で中止にならなかった

ことで籔さんの実践報告に関われたことに感謝します。

　みなさん、 「人を生かす経営の実践が、 労使見解の実践」 と

いう灯台の灯を頼りに、 これからも航海を続けていきましょう！

寄稿 ・座長 ：中道　昇さん （㈲モンド／松山支部第 3地区会）

コロナ禍における「労使見解」の理解と実践の推進
～「変えてはいけないもの、変えなければならないもの」～

■報告者 ： 籔　修弥　氏

　株式会社ミル総本社　代表取締役／京都中小企業家同友会　相談役

報告者の籔さん

籔さんと座長の中道さん （右）

「人を生かす経営の実践が、 労使見解の実践になる」 と真剣に学び合いました

参加者の皆さん

やぶ　　　しゅうや



3第 9 回経営フォーラム特集 ： 第 2 分科会…

　バイタルリードは、 交通に特

化した専門性の高い事業展

開をされています。 実際に打

ち合わせの中で、 島根まで会

社訪問をさせていただきました

が、 電車 ・ バス、 駅などにあ

るような 「次は〇〇駅」 といっ

た電子案内などが社内のディ

スプレイ画面にあるのを目にし

ました。 普段、 街の中で何気なく目にしているソフトな交通イン

フラや地域の交通状況が快適かつスムーズになるようなコンサル

ティングを行政や地域全体に提案している会社です。

　今回、 第 2 分科会では 「任せることの本質は何か」 「良い制

度がより機能するためには何が必要か」 の 2 点をポイントとして

ご報告いただきました。

　皆さんの中で、 「仕事を任せる」 とはどのように考えられている

でしょうか。 今回のご報告から、 単に 「業務を引き継ぐ」 「仕事

を割り振る」 ということだけが、 「任せた」 といえる状態ではない

のだと深く学びを得ました。 そして、 ご報告の内容から、 お二

方は、 同友会の労使見解の精神を忠実に体現されており、 特

に同友会の労使見解の精神の 3 つ目に挙げられる 「社員さん

を最も信頼できるパートナーと考え、 高い次元での団結を目指

し、共に育ち合う共育を重視する」 がはっきりと伝わってきました。

　普段、 会社の中で 「仕事を任せた」 と社員さんに仕事を割り

振るのは日常茶飯事のことだと思います。 リーダーである皆さん

もごく当たり前のことだ

とは思いますが、 ちょっ

と気になるから横からつ

ついてみたり、 指摘を

してみたり、 責任を持っ

てくださいと話していた

り、 それらの言動は心

の底から信頼できていない証拠ではないでしょうか。 報告をお

聞きしてから、 経営者として、 思い通りに進まないと納得いかな

い、 と感じるうちは、 組織として前向きな経営は実現されないの

だと改めて実感しています。

　最後になりますが、 「任せる本質」 とは、 失敗した際、 経営者・

リーダーが責任を背負い、 頭を下げ、 社員さんを見守り、 うまく

いったときは社員さんの成功を称え、 社員さんが自信を持てるよ

う、 成長を後押しすることなのだと思います。 それが実現できて、

初めて信頼が築かれるのだと思います。 改めて、 「任せる」 こと

の本質について気づき ・ 考え、 経営実践できるよう反省と改善

に尽力してくことが、 この分科会の学びと気づきのポイントだった

のだと思います。

　お忙しい中、 ご報告いただきました森山さん、 増原さん、 ま

た、 一緒に分科会作りを進めてくださった求人教育委員会のみ

なさんにお礼申し上げます。大変貴重な学びの機会をいただき、

本当にありがとうございました。

寄稿 ・座長 ：阿部　祥太さん

（㈲阿部木工／松山支部第 1地区会）

経営フォーラム第 2 分科会 ： 社員教育

「任せられる社長」、「任せられる社員」
～社員が主体的に動く社員教育とは～

■報告者 ： 森山 昌幸　氏

　 株式会社バイタルリード　代表取締役／島根県中小企業家同友会　代表理事

■報告者 ： 増原 由紀　氏

　 株式会社バイタルリード　総務部　次長

報告者の森山さん

上段左が阿部さん、 右が室長の木本康聖さん、 中段左が森山さん、 下段右が増原さん

配信会場の様子



4 …第 9 回経営フォーラム特集 ： 第 3 分科会

経営フォーラム第 3 分科会 ： ダイバーシティ経営

あきらめずに続ける「ダイバーシティ経営」
～人間尊重の精神で共に育つ社風づくり～

■報告者 ： 税田　倫子　氏

　 株式会社グローバル ・ クリーン　専務取締役／宮崎県中小企業家同友会　会員

　税田さんのご報告には非常に

多くの学びがありましたが私なり

に 3 つにまとめてみました。

　一つは SDGs の取り組みです。

愛媛同友会でも SDGs は取り上

げることが多い最近注目のテー

マですが、 一方で自社で取り組

むことに躊躇している企業も多い

のではないかと思います。 それは SDGs の理念があまりにも理

想的で自分たちの日常とかけ離れているような気がするからで

す。 しかし、 グローバル ・ クリーンでは、 普段の仕事や日常の

生活に即した身近なものとして紐づけすることで、 社員一人一

人のモチベーションが上がっているようでした。 自分たちの当た

り前が他の人の憧れだったり目標だったり、 世界的にとても重要

な貢献をしていることに改めて気付くことができていて、 自分自

身の新たな可能性を会社の成長を重ね合わせて共に 「我がご

と、 丸ごと」 で企業経営を一緒に推進する原動力とされていま

した。

　次にご報告の表題は 「ダイバーシティ経営」 とありますが、 グ

ローバル ・ クリーンは、 多様な人たちが集まった状態であるダイ

バーシティ経営を超越し、 その多様な人たちが繋がりあって機

能している状態であるインクルージョン経営を実践されていること

でした。 特に社員が主体者となって自ら考え行動し、 繋がりあ

い刺激しあって新たな未来を描いているという印象を強く感じま

した。

　最後は 「クリーンコンサル」 についてです。 きっかけはリーマ

ンショックだったとのご報告でしたが、 結果として圧倒的に高い

収益率を誇るばかりか、 この経営革新が障がい者支援や同業

者支援にも繋がると共に、 「自分たちの会社は自分たちの手で

綺麗にしたい」 という働くすべての人たちの根源的欲求をも満た

していると感じました。

　まさに掃除とは 「心を磨く」 こと。 すべてを業者任せにして、

社内にゴミが落ちていても拾わないような社員ばかりの会社で

は、 きっと良いサービスは提供できないと思います。 「心を磨け

ば笑顔になれる」。 そして最高のサービスをお客様に提供でき

る。 このことに私自身改めて気づかされました。

　結びになりますが、 今回税田倫子さんのご報告を聞いて、 愛

媛同友会の私たちは、 社会や家庭、 地域など様々な環境因子、

またそれぞれの個人因子によって、 いろいろな意味において生

きづらい社員に多様な活躍の場を準備、 そして根気よく支援す

ることこそ我々中小企業に求められる存在意義だということを再

確認することができました。 ありがとうございました。

寄稿 ・座長 ：杉本　太一さん

（特別養護老人ホーム梅本の里／松山支部第 3地区会）

報告者の税田さん

左上から時計回りに税田さん、 杉本さん、 室長の中倉浩明さん

参加者の皆さん

　さいた　　　　みちこ



5第 9 回経営フォーラム特集 ： 第 4 分科会…

経営フォーラム第 4 分科会 ： 女性活躍

女性が活躍できる企業づくり
～よい会社、強い会社とは何かを考える～

■報告者 ： 塩崎　敦子　氏

　 株式会社エステム　代表取締役／愛知中小企業家同友会　会員

　今回の塩崎さんの報告の中で

の学びや気づきは数多くありま

す。 その中でも特に印象に残っ

た 2 点を挙げたいと思います。

　1 点目は、 誰もが働き続ける企

業づくりの取り組みについてで

す。 塩崎さんは男性中心の職場

で前例のない道を歩んで来られた

過程で、 「女性が活躍できる企業」 を目指すことは 「誰もが働

き続けられる企業」 に繋がると気づかれました。 まずは、 女性

が働きやすい制度を作ること。 ただ女性だからすぐ辞めてしまう

というような固定概念を取り除き、 誰がいつ休んでも良いような

仕組みづくりをすることを実践されました。 具体的には、 仕事の

見える化、 情報共有の仕組みなど、 働き方の多様化に取り組ま

れ、 この取り組みが組織のリスク管理に繋がったそうです。 女性

活用を進めて行くことが、 すなわち持続可能な強い企業づくりに

なるのだと教えていただきました。 加えて更に大切であり難しい

ことは、 その仕組みをうまく活用し、 根付かせるための組織風土

を作ること。 そのためには経営者が目指す姿を言い続けることが

重要だと強調されていました。

　2 点目は、 今回のグループ討論のテーマでもあるノミの蓋につ

いてです。 討論では、 「あなたのノミの蓋はなんですか？」 とい

うテーマ話し合っていただきました。 ノミは、 小さい身体からは

信じられないくらいのパワーを持っていて、 そのジャンプ力は

体長のおよそ 150 倍 （体長が 2 ミリだと約 3 メートル） なのだそ

うです。 ところが、 コップの中にノミを入れて蓋をすると、 ジャン

プする度に蓋に頭をぶつけ、 そのことを学習したノミは、 いずれ

頭をぶつけない様にジャンプするようになります。 さて、 ここでそ

の蓋を外すとどうなるか。 ノミは蓋

がないにもかかわらず、 蓋に当た

らないようにしか飛べなくなってい

るのだそうです。 では、 以前のよう

に飛べるようにするにはどうすれば

よいか。 3 メートルジャンプするノミ

を側に置けば良いというお話です。

　 討論では、 自分にとっての蓋は何

か、 社員さんにとっての蓋は何か、 その蓋を取り除くにはどうす

れば良いかなど、 様々な視点から活発な意見交換が行われ、

たくさんの気づきをグループ発表で共有していただきました。

　塩崎さんは最後に 「誰もがぴょんぴょんと飛び回れる社会を作

りたい」 とおっしゃっていました。 誰もが自分の蓋に気づき取り

除こうと努力する、 また周りの人の蓋に気づき取り除くサポートを

する。 そんなことが組織の中で起これば、 まさに良い会社、 強

い会社となり、 ひいては皆が活き活きと飛び回れる社会が実現

します。 参加者の皆さんとともに塩崎社長の熱い思いに共感し、

また私自身の支援者としてのあり方を見つめ直すことができる大

変有意義な時間となりました。

　初座長という貴重な経験をさせていただきましたことに改めて

感謝いたします。

寄稿・座長：玉井　幸江さん（㈱レガート／松山支部第2地区会）

報告者の塩崎さん 座長の玉井さん

参加者の皆さん



6 …第 9 回経営フォーラム特集 ： 実行委員長挨拶

第 9 回経営フォーラム実行委員長　中 周作さんから
　第 9 回経営フォーラムにご参加頂きました皆様にまずもって御

礼申し上げます。 ありがとうございました。

　本年の経営フォーラムは新型ウイルスの影響もあり、 フルオン

ラインでの開催とさせて頂きました。 交流も兼ねた懇親の場を持

てなかったことは残念でしたが、 愛媛同友会は学びを止めては

いけないとの代表理事の想いのもと何とかフォーラムを開催でき

たことはとても良かったと思います。

　また、 今回も全国を代表する方々にご報告頂きました。 どの

分科会もこの激動の時代を生き抜くヒントが多くあった事と思いま

す。 ぜひ学びを自社に置き換え経営課題を明確にし、 地域に

必要とされる企業づくりに生かして頂きたいと思います。 これから

時代の変化はさらに加速し、 その変化に取り残される企業がたく

さん出てくると思います。 経営

者は健全な危機感を持ち、 真

剣に学び実践しなければ会社

を持続させることができなくな

ります。 これからも経営の本質

を学ぶ同友会として三つの目

的を達成していくために共に

学んでいきましょう。

　最後になりましたが、 至らな

い実行委員長を支えてくださ

いました実行委員会の皆様、 事務局の皆様には深く感謝申し

上げます。 ありがとうございました。

　1 月 28 日に開催した第 9回理事会において、 中�周作 ・第

9回経営フォーラム実行委員長から推薦があり、 第 10 回経営

フォーラム実行委員長に阿部祥太さんを選出することが承認さ

れました。

　今経営フォーラムにおいても実行委員、 また第 2分科会の座

長としてご活躍いただいた阿部さんから、 決意のコメントをいた

だきましたのでご紹介します。 　　☞　　　　　☞　　　　　☞

　来年度は実行委員長として活

動することとなりました。 よろしく

お願いします。

　皆様の良い学びの機会となりま

すよう頑張りますので、 一緒に盛

り上げていきましょう！

第 10 回経営フォーラム実行委員長は、 阿部祥太さん

中�周作さん
（㈱ナカフードサービス）

阿部祥太さん
（㈲阿部木工）

籔さんの熱のこもった報告に聞き入る第 1 分科会参加者

第 2 分科会の参加者の皆さん

第 3 分科会　配信会場に満ちる独特の緊張感

第 4 分科会報告の様子



7松山支部第 1 地区会例会…

松山支部第 1 地区会 2 月例会

　スティーブン・Ｒ・コビーの著書、 「７

つの習慣」 という書籍を読まれたこと

がある方も多いと思います。 その書籍

の一節で時間管理について書かれて

います。 活動を決める要因を緊急度

と重要度で考え、 緊急ではないが重

要である領域 （これを第２領域といい

ます）、 ここに時間を費やすべきであ

ると説いています。 日々の仕事の中で、 重要度はそれほど高く

なくとも、 緊急度の高いものから対処してしまう傾向が人にはあ

ります。 経営者が緊急度の高いことへの対処に終始してしまい、

会社の将来のことに思いを巡らす重要な時間が取れないようで

は、 その会社に未来はありません。

　経営指針成文化セミナーはまさに第２領域に思いを巡らす時

間であると言えます。 山本さんは経営指針成文化セミナーを受

講し、 沢山のワークをすることで、 深く深く自分と対話することが

できました。

　報告の中で山本さんは、 自分と対話し思索した証として、 紙

面一杯にびっちりと書き込んだ、 沢山の手書きのワークシートを

紹介してくださいました。

　日の出都市開発の事業は、シェアハウス事業、不動産仲介業、

リフォーム事業、 解体事業、 産業廃棄物処理事業と多岐に渡り

ます。 山本さんの想いは一貫していてブレることなく事業領域を

広げてきましたが、 社員さんからは 「会社はどこを目指している

のか」 との声が出はじめていた中での経営指針成文化セミナー

の受講でした。

　山本さんは経営指針成文化セミナーを修了し、 自身の想いを

整理し、 自分の納得できる腑に落ちる経営理念にまとめることが

できました。 また、 その理念を実現する具体的な方針を掲げ、

中期３カ年計画を立案しました。 さらに、 具体的な２カ月毎の実

行計画まで落とし込み、 それを愚直に実行しています。 経営指

針成文化セミナーが、 理念づくりから実行計画まで一貫した学

びを得られる場であることを山本さんが体現しています。

　社員さんから挙がっていた 「会社はどこを目指しているのか」

との問いかけに対する答えは出来上がりました。 あとは、 いかに

社員さんと経営理念を共有していくかが、 次の課題であると山

本さんは認識しています。 同友会での更なる学びが、 この課題

解決のカギになることでしょう。

　「シェアハウスで暮らしていた留学生と、 将来、 留学生の母国

で、持続可能な発展に貢献する仕事を一緒にすることが夢です」

と笑顔で語る山本さん。 将来、 海外で理念を共有する仲間と共

に、 仕事に精を出す山本さんの姿が目に浮かびます。

寄稿 ：髙橋　大輔さん

（ソニー生命保険㈱松山支社／松山支部第 1地区会）

「指針作り・理念経営への挑戦」
～経営指針成文化セミナーを受けての変化と今後の挑戦～

■報告者 ： 山本 康弘　氏

　 株式会社日の出都市開発　代表取締役／愛媛県中小企業家同友会　松山支部第 1 地区会　幹事

■日　時 ： 2 月 17 日㈬　　■会　場 ： Zoom ミーティング　　■参加者 ： 17 名

松山支部第 1地区会会員情報 ：株式会社石材振興会　　須﨑明良さん

　石材振興会のソクラテス

の杜 （伊予市展示場 ： 伊

予市下吾川 1223-1） では

2020 年より新たな取り組み

として、 定期的に 「つなぐ

マルシェ」 を開催しており

ます。 コロナの影響もあり、

開催に踏み切るタイミング

が難しい時期が続きましたが、 2021 年に入りその活動が本格的

に稼働し始め、 3 月で 4 回目を迎えることができました。

　つなぐマルシェには、 有名な色とりどりのキッチンカーをはじ

め、 様々なハンドメイドショップなどが立ち並び賑わっています

（インスタ映えするスポットとして定着するよう奮闘中！！）。 毎回

200 人～ 300 人を超える来場者があり認知度も高まってきまし

た。 しかし、 このマルシェは単なる物販を目的としているのでは

ありません。 つなぐマルシェの大切なコンセプトは 「命をつなぐ

こと」。 「人もペットもお互い

が幸せな社会」 をつくるた

めに、 いぬねこ譲渡会も併

せて行われています。 来ら

れた方々により譲渡が行わ

れ、 殺処分となりそうだった

大切な命をつなぐ活動に繋

がっています。 マルシェに参加してくれてる協力企業の皆様もこ

の活動を深く理解し、 一丸となってマルシェの開催と活性化に

参画してくれています。

　これからも少しずつ回を重ね、 「命をつなぐ活動」、 それが結

果的に人と人とをつなぎ、 地域の活性化と社会貢献に繋がるよ

う活動を続けて参りたいと考えています。

　つなぐマルシェの他にも色々なイベントを開催しております。

お時間のある時は是非ご来場ください。

寄稿：須﨑　明良さん （㈱石材振興会／松山支部第 1地区会）

報告者の山本さん



8 …統計活用勉強会／オンライン採用活動セミナー

統計活用勉強会 （全 4 回） 開催中！

　2020 年度同友会経営者大学、

伊予 ・ 松前支部 12 月例会で

ご登壇いただき大好評をいただ

いた田中幸仁氏を講師に迎え、

「連続 ・ オンライン統計活用勉

強会」を 2 月にスタートしました。

前述の講演内容に加え、 新た

な統計活用情報を織り交ぜた内

容となっており、ひと月 1 回ペースで全 4 回行います。目的は「全

4 回の勉強会を通し、 ①自社と主要取引先の動きが分かるよう

になる、 ② 『カン ・ コツ ・ ケイケン』 だけでなく統計データを生

かした経営指針を作成できるようになる」 です。

　第 1 回では 「経営戦略と統計活用 （統計の基本）」 を学び

ました。 経営課題の考え方として大切なのは 「自社および自社

業界がどういう状況なのか、 対して必要な取り組みを行えている

か」 を見極めることです。 そのためには統計活用は欠かせませ

ん。 さらに、 統計を活用するためには 「自社が何業なのか」 を

具体的に知ることが大切です。 経営戦略の策定 ・ 見直しには、

①経営者の判断を裏付けになること、 ②統計の作成方法を理解

して活用すること―が呼びかけられました。

　第 2 回では「経営課題の優先順位（統計の分類）」をテーマに、

利益を出すためには 「売上増」 と 「費用削減」 どちらの優先

順位が高く効果的なのかを学びました。 「売上増」 「費用削減」

はどちらも重要ですが、 外部環境によってどちらがより効果的か

（優先順位が高いか） が明らかに違います。 統計を活用して、

①自社の経営環境を確認してから具体的な行動に移すこと、 ②

調べたい品目や業種の定義を明らかにしてから調べる―ことが

呼びかけられました。

　第 3 回では 「製造業の活用事例 （統計の断層）」、 第 4 回で

は 「サービス業の活用事例 （統計の特徴）」 を学びます。 参

加いただいている皆さんは引き続きよろしくお願いいたします。

文責 ：難波　賢太 （愛媛同友会事務局）

統計活用で経営診断！
～その経営にエビデンスはありますか？～

■講　師 ： 田中　幸仁　氏

　 経済産業省 大臣官房調査統計グループ 統計企画室 統計解析専門職 （併） 品質保証係長

■日　時 ： 2 月 3 日㈬、 3 月 3 日㈬、 4 月 7 日㈬、 5 月 12 日㈬　　■会　場 ： Zoom ミーティング

　2 月 17 日、 オンライン採用活動セミナーを開催し、 企業 7 社

10 名、 教育機関から聖カタリナ大学 ・ 松山短期大学 ・ 河原学

園から計 6 名が参加し、 意見交換も行いました。 講師の㈱エン

カレッジの玉野聖子さんから、 web 説明会準備編と当日編 （オ

ンラインでのしゃべり方、 スライドの作り方、 zoom の上手な使い

方、 学生との連絡のとり方） など、 オンライン採用活動のコツを

学びました。

　具体的には、 学生が 「三大ききたいこと」 である、 ①会社の

雰囲気 ・ 社風、 ②入社後のキャリアモデル、 ③入社後の待遇

―について説明がない企業が意外に少なくなく、 せっかくの優

良企業でも学生には企業の魅力が伝わりにくいと話します。 スラ

イドの文字数をいかに少なく端的に説明できるかなど、 コツを練

習して実践できるかも大事ですが、 当然ながら発信すべき内容

が語られているかも重要です。

　新型コロナをきっかけに急速に普及したオンライン採用活動

は、 企業や学生にとっても移動時間や交通費のコストを抑えら

れるメリットがあり、 コロナ終息後も継続される 「ポスト ・ コロナ」

を見据えたものとして目されています。 感想では 「役に立った。

予定している企業説明会に早速使えるものだった」 との声も。

企業活動も同友会活動もポスト ・ コロナを意識した取り組みが必

要だと考えさせられる内容でした。

文責 ：安丸　雄介 （愛媛同友会事務局）

オンライン採用活動セミナー

講師の田中氏



9南予支部…

14 年ぶり、 愛媛同友会に新支部誕生！
～顔を上げて経営に取り組む助けになる 「南予支部」 へ～

　ついに、 「南予支部」 が設立となりました。

　愛媛同友会は 1985 年の創立以来、 1987 年に川之江 ・ 伊予

三島支部 （現 ・ 四国中央支部）、 1996 年に松山支部、 2005

年に今治支部、 2007 年には伊予松前支部と東温支部―と、 活

動の拡充に伴って新たな支部を設立してきました。

　しかし、 南予地域は空白地の状態が続いていました。 創業事

務局長であった故 ・ 鎌田哲雄さんが南予での支部設立を目指

して何度も働きかけていたのですが、 なかなか組織化することが

できず、 中断したままになっていたそうです。

　そうした状況が一気に動き始めたのは 2017 年 8 月、 後の支

部長となる原田浩さんの入会でした。 元々、 「消費地から遠く、

人口減少も続く南予を何とか元気にしたい」という想いを強く持っ

ていた原田さんの参加を契機に、 その年の 10 月には第 1 回の

南予会員交流会を開催。 これ以降、 何度か開催される交流会

と出張例会、 学習会によって南予の会員さんの増加 ・ 活性化

が実感できるようになってきました。 それに呼応して、 既に入会

して個別に動いていた内藤昌典さん、 河野 優さん、 塩崎道太

さんからなる南予三役会が組織され、 支部設立が現実のものと

して動き始めたのでした。

　その矢先に発生した、 西日本豪雨災害。 あの混乱の中、 南

予の会員がある程度の組織化されていたおかげで、 自身も被災

者である南予の会員さんが地域の窓口となり、 中予 ・ 東予の会

員皆さんからの協力を得て、 支援物資をピンポイントで配達する

ことができました。 また、 多くの会員さんの協力を得て、 復興支

援商談会の開催を実施することができました。 南予支部の設立

は一旦は延期せざるを得なくなりましたが、 代表理事会議と理

事会から 「最初から同友会の形に当てはめるのではなく、 南予

の地域性や現状に即して、 まずは柔軟に取り組んでいこう」 と

激励していただいたことも、 南予三役にとって励みになりました。

　

そして昨年には新型コロナウイルスの流行。 これに対しても原田

さんが 「まずは今、 困っている会員、 元気をなくしている会員を

励まし、 顔を上げて再度、 経営に取り組む希望をもってもらおう」

という方針を打ち出し、 会員訪問や実態調査アンケートなどを

行なってきました。 また、 会員間の距離が遠いという地域特性

を解消するためにオンライン会合の導入を検討していたことが功

を奏し、 早い段階からオンライ

ンでの三役会や勉強会を開催

し、 途切れることなく活動を続

けることができました。 この活動

が実を結び、 このほど、 16 名

の会員で支部設立を迎えられ

たのです。

　開始当初は 「南予を何とかしたい」 「このままでは地域に人と

企業が残らない」 などの漠然とした焦りや悩みを吐露する場だっ

た三役会が、 「その解決のために自分が良い経営者になり、 自

社を良い会社にして、 仲間を増やしていきたい」 という同友会

理念に昇華しつつある様子は、 同友会の黎明期を目の当たりに

しているかのような感慨深いものでした。

　原田さんが三役会の中で何度も提起してきた、 「会員を放って

おかない。 困った時に 『相談してみよう』 と思える関係性をつく

り、 顔を上げて経営に取り組む助けになる南予支部をめざそう」

という言葉を当面の方針として、 「南予に同友会の支部ができて

良かった」 と思ってもらえるよう、 邁進していく構えです。

文責 ：大北　雅浩 （愛媛同友会事務局）

※�南予支部設立のキックオフを兼ねた交流会を 4月 9日に開催しま

す。 今回は新型コロナウイルスの感染予防に配慮して南予の方を

中心に少人数での開催を予定していますが、 落ち着いた頃に広く

会員の皆さんにお声かけして設立総会を開催したいと考えていま

す。 引き続き、 よろしくお願いします。 （南予支部三役）

毎月、 オンラインで顔を合わせて話し合う三役と担当の大北

第 1 回交流会　前列左から原田さん、 塩崎さん、 内藤さん

支援物資を直接、 被災会員へ 南予支援商談会

オンライン会社見学例会



10 …キャリア教育特集①

2020 年度　地域 ・ 中小企業論　愛媛大学提供講座
　「講師の人生における選択と生きる力を学ぶことで職業観と勤

労観を醸成する」 ことを目的とした 2020 年度愛媛大学提供講

座 （地域 ・ 中小企業家論） を実施しました。 新型コロナ感染

症対策のため、 「過去ご登壇いただいた講師の映像視聴」 「ラ

イブ配信」 「対面 ・ リモートのハイブリッド」 等、 様々に形を変

えながら授業を行いました。 初の取り組みであったものの、 快く

講師をお引き受けいただいた会員企業の皆様に感謝申し上げ

ます。

　学生からは 「企業情報だけでなく、 社会環境をよくするために

どのようなことに取り組んでいるかという話が興味深かった」 「大

企業 ・ 中小企業はあくまで分類であって、 本当に大切なことは

職種や会社の大きさだけでなく自分がやりがいをもって働くこと

なのだと学び、 考え方が変わった」 といった感想が寄せられま

した。

実施期間 ： 10 月 6 日～ 2 月 2 日

登壇いただいた皆様 ：  阿部祥太さん、堀内章さん、眞鍋明さん、

玉井和幸さん

企業研究協力企業 ：  ㈱昆布森、 ㈱世起、 愛媛医療生活協同

組合、 ネッツトヨタ瀬戸内㈱

文責 ：難波　賢太 （愛媛同友会事務局）

2020 年度　松山市立小中学校のキャリア教育
　愛媛同友会は、職場体験実習等のキャリア教育の経験を重ね、

2012 年に松山市教育委員会と協定を結び市内小中学校でキャ

リア派遣事業を行っています。 今年度は新型コロナにより県下

の職場体験が中止となる中、 地域の学校の期待に応える形とな

りました。

　キャリア教育の目的としては、 中小企業の経営者や社員の人

生の選択 （生き様） を伝えることを通して、 子どもたちに健全な

職業観 ・ 勤労観を醸成することです。

　子どもたちは、人生の先輩である皆さまの熱い想いを肌で感じ、

「自分らしく働くこと」 について考えるきっかけになっています。

　一人でも多くの子どもたちに愛媛の良さ、 中小企業の良さ、

自分らしく働くことの素晴らしさを、 皆さまの力をお借りしながら

伝えていきたいです。

　津田中学校では、 ㈱クラッチの伊藤陽介氏が 「仕事」 と 「労

働」 の違いを授業で話されました。 「仕事」 とは、 自分の意志

で自分の使命と思える活動で働くこと。 「労働」 とは、 生活費を

稼ぐためだけに働くこと。このお話に、私自身とても考えさせられ、

「仕事」 というものを貫き通したいと改めて強く思いました。

　事務局員としても発見や気付きが多いため、 私自身も謙虚な

姿勢で学び続け、 今後のキャリア教育活動に生かしたいと思い

ます。

　今年度は下記 5 校を実施しました。 未来ある地域の子どもた

ちへ素晴らしい授業を行っていただき、 改めて感謝申し上げま

す。

　授業内容を詳しく知りたい方は、 同友会ホームページをご覧

ください。 登壇にご興味のある方は、 事務局まで気軽にお問い

合わせください。

＜ 2020 年度　松山市キャリア教育講師派遣　実績＞

（順不同）

（1） 南第二中学校

日時 ： 2020 年 12 月 1 日㈫

講師 ： 前田 眞 氏　愛媛大学 社会連携推進機構　教授

　　　　 （地域連携コーディネーター）

（2） 余土中学校　

日時 ： 2020 年 12 月 3 日㈭

講師 ：  本田 敏郎 氏　㈲オルソ本田　代表取締役社長

　　 　　武田 正輝 氏　恭栄自動車㈱　代表取締役

 　　　　好永 和広 氏　㈱昆布森　代表取締役社長

　　　 　阿部 祥太 氏　㈲阿部木工　代表取締役

　　　　 堀田 真奈 氏　NPO 法人ワークライフ ・ コラボ　代表理事

（3） 津田中学校　

日時 ： 2020 年 12 月 9 日㈬

講師 ： 本田 美紀 氏　㈲オルソ本田　取締役

　　　 　桑波田 健 氏　岡田印刷㈱　代表取締役

　　　 　中道 昇 氏　　㈲モンド　代表取締役

　　　 　村上 和裕 氏　㈱ハート　経営企画室チーフ

　　　 　伊藤 陽介 氏　㈱クラッチ　サービス管理責任者

（4） 松山南中学校

日時 ： 2021 年 1 月 22 日㈮

講師 ： 中道 昇 氏　　㈲モンド　代表取締役

　　　　 和田 瑛 氏　　㈲遠藤青汁　総務

　　　 　櫻田 直也 氏　㈲さくら　代表取締役

　　　　 川﨑 暁子 氏　㈱エルパティオ　代表取締役

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか社員 4 名

　　　　 中野 恵太 氏　㈱薄墨羊羹　代表取締役　ほか社員 2 名

　　　　 滝口 貴士 氏　えひめ住販　代表取締役　ほか社員 1 名

　　　　 髙橋 大輔 氏　ソニー生命保険㈱　ライフプランナー　　

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか社員 1 名

（5） 鴨川中学校

日時 ： 2021 年 2 月 3 日㈬

講師 ： 渡邉 泰正 氏　㈱クラッチ　代表取締役　ほか社員 1 名

　　　　 中道 昇 氏　㈲モンド　代表取締役

　　　　 阿部 祥太 氏　㈲阿部木工　代表取締役

　　　 　本田 美紀 氏　㈲オルソ本田　取締役

　　　 　藤岡 貞雄 氏　藤岡萬建設㈲　代表取締役

　　　 　池野 幸子 氏　㈱紫蘭　代表取締役

　　　　 好永 隆之 氏　㈱昆布森　常務取締役

　　　　 馬場 友加吏 氏　㈱フェローシステム　取締役

※ 道後中学校は、 新型コロナウイルスの影響により中止となりま

した。 ご登壇予定だった皆さまは、 ご協力ありがとうございま

した。

文責 ：藤原　里穂 （愛媛同友会事務局）

リモート参加の学生に向けて講演する玉井和幸さん

中学校での授業の一コマ



こだわりのじゃこ天
その一、
宇和海 ・瀬戸の新鮮な魚を使用
その二、
添加物を使用していません。 無添加！
その三、
天然岩塩使用

〒 790-0004
愛媛県松山市大街道 3丁目 7-4
（松山城ロープウェイ乗り場斜め前）
TEL ・ FAX ： 089-935-8622
HP アドレス ： http://umajaco.jp

11キャリア教育特集②…

2021年度 第4期 松山大学「松山市中小企業振興円卓会議・提供講座」 

「地域中小企業論 私の人生（キャリア）設計、その意味と価値」 

◆毎週木曜日・第3時限（12時30分～14時00分） 

※ 講師のテーマ名は変更する場合があります。 

回 日程 テーマ（案） 講師（敬称略） 

１ 4月15日 
・提供講座ガイダンス 

なぜ提供講座か・中小企業の実態と役割を学ぶ意義 

安丸 雄介 

愛媛県中小企業家同友会 事務局長 

２ 4月22日 
○大手か中小企業か。 

～大手 3 社、中小 4 社を渡り歩いてきた答え～ 

岩城 博之 

株式会社ロジカルマネジメント 代表取締役 

３ 4月29日 
○落ちこぼれでも考え方ひとつ 

～心さえあれば社会に認められる～ 

世良 洋介 

株式会社世良 代表取締役 

４ 5月13日 
○銀行マンから中小企業経営者へ 

～想定外の人生を楽しもう！～ 

米田 順哉 

NPO 法人家族支援フォーラム 理事長 

５ 5月20日 
○今やれることをやる 

  ～後継者に生まれて～ 

田中 洋平 

ギノーみそ株式会社 製造部 課長 

６ 5月27日 
○私が今日、就職の先の「ワークライフバランス」を 

考えれば、人生はもっと幸せになるかもしれない 

堀田 真奈 

NPO 法人ワークライフ・コラボ 代表理事 

７ 6月3日 
○転職の末たどりついた天職 

 ～障がいのある子どもたちから教えられたこと～ 

櫻田 直也 

有限会社さくら 代表取締役 

８ 6月10日 
○多くの失敗と小さな成功の積み重ね  

 ～自分が変化することで気付き得たこと～ 

中 周作 

株式会社ナカフードサービス 代表取締役 

９ 6月17日 
○挑戦すれば叶う 弱小鉄工所も捨てたもんじゃ無い。 
～自分だけのカッコイイってナニ？～ 

石川 義和 

有限会社石川工作所 代表取締役 

10 6月24日 
○大手を辞め創業・大企業と中小企業の違い 
～自分の力で自分の未来を創っていこう～ 

松本 英次 

株式会社アービンズ 代表取締役 

11 7月1日 
○小さな工務店の苦悩と喜び 

 ～良い家をつくり、幸福をつくる～ 

藤岡 貞雄 

藤岡萬建設有限会社 代表取締役 

12 7月8日 
○無理といわれた時からチャレンジははじまる 山内 満子 

スリーラインズ株式会社 代表取締役 

13 7月15日 
○東温市中小零細企業の発展を目指して 

 エコノミックガーデニング東温 

伊賀 丈洋 

東温市産業創出課 産業創出係長 

14 7月22日 
○世の中で一番嫌いな仕事が天職になった 

～好きな仕事を選ぶのではなく出会った仕事を好きになる～ 

眞鍋 明 

株式会社マルブン 代表取締役 

15 7月29日 
○自分は何のために働くのか？ 玉井 和幸 

パートナーシップ経営塾 代表 

＜2021年4月から15講義、企業実践とその意味・時代背景＞ 

◆講座目的：①生きた経済や経営を実践的に学ぶことで日本経済の仕組みと、中小企業の全体像（歴史、魅力、役割、強み、 

弱み）が理解でき、今後の展望として中小企業が経済の主役であることが発見できると同時に、中小企業の未 

来を担う人材のための講座です。 

②世の中は捨てたものではなく「信頼に足る」ということについて講師を通して学ぶ。 

      ③講師陣は中小企業の未来を切り拓くために産・学・官連携によって構成します。 

◆講座特徴：中小企業の歴史や面白さと価値を体系的に学ぶこと。講師の人生における選択と生きる力を学ぶことで職業観

と勤労観を醸成することを目的として構成します。 
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同
友
会
で
俳
友
会

　

四
月
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
中
止
に
な
っ
た
所
も
多
か
っ
た
入
学
式
で
す
が
、

今
年
は
工
夫
し
た
形
で
挙
行
さ
れ
る
学
校
が
多
い
よ
う
で
す
。
入
学
式
は
春
の
季
語

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

最
優
秀
賞　

　

つ
つ
じ
さ
く
丘
の
上
で
の
か
く
れ
ん
ぼ大

吉
さ
ん
（
有
限
会
社
ユ
ア
ー
ズ
・
ケ
ア
）

　

背
丈
以
上
の
つ
つ
じ
の
咲
く
丘
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て

い
ま
す
。
つ
つ
じ
の
大
き
さ
と
、
か
く
れ
ん
ぼ
と
い
う
遊
び
が
見
事
に
マ
ッ
チ
し
て

い
ま
す
。
つ
つ
じ
を
漢
字
の
躑
躅
で
は
な
く
平
仮
名
で
表
記
し
た
こ
と
に
よ
り
、
爽

や
か
な
印
象
を
与
え
て
く
れ
る
俳
句
に
な
り
ま
し
た
。

以
下
な
る
べ
く
沢
山
の
俳
句
を
紹
介
し
ま
す
。

　

雨
の
午
後
つ
つ
じ
つ
い
ば
む
錦
鯉大

北　

雅
浩
さ
ん
（
愛
媛
県
中
小
企
業
家
同
友
会
）

　

つ
つ
じ
の
花
び
ら
が
池
に
落
ち
、
そ
れ
を
錦
鯉
が
餌
と
間
違
え
て
つ
い
ば
む
様
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
上
五
の
「
雨
の
午
後
」
が
、
雨
の
音
の
み
が
聞
こ
え
る
静
寂
を

際
立
た
せ
て
い
ま
す
。
錦
鯉
を
夏
の
季
語
と
扱
う
歳
時
記
も
あ
り
、
季
重
な
り
と
な

り
ま
す
が
、
春
の
雨
に
花
び
ら
を
落
と
す
つ
つ
じ
の
俳
句
と
解
釈
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
遠
足
実
施
近
場
の
み

片
岡　

彩
夏
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
家
族
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

昨
年
の
春
は
多
く
の
行
事
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
色
々
な
工
夫
を
し
て

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
遠
足
も
近
場
で
す
が
行
わ
れ
ま
す
。
体
験
学
習

の
本
来
の
意
味
を
考
え
る
良
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

遠
足
の
歩
み
急
か
せ
る
夕
立
雲佐

川　

長
生
さ
ん
（
有
限
会
社
ユ
ア
ー
ズ
・
ケ
ア
）

　

朝
学
校
を
出
発
す
る
と
き
は
晴
れ
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
遠
足
の
お
楽
し
み
の
お
弁

当
を
食
べ
た
頃
か
ら
、
に
わ
か
に
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
雨
の
降
る

前
に
学
校
に
戻
れ
る
よ
う
、
先
生
が
子
ど
も
た
ち
を
急
か
せ
ま
す
。
誰
も
が
一
度
は

経
験
し
た
こ
と
の
あ
り
そ
う
な
シ
ー
ン
を
う
ま
く
切
り
取
り
ま
し
た
。
夕
立
雲
は
夏

の
季
語
で
季
重
な
り
で
す
が
、
春
の
遠
足
の
俳
句
と
解
釈
し
ま
し
た
。

　

廃
屋
に
ひ
と
き
わ
寂
し
ぼ
け
の
花大

野　

智
加
子
さ
ん
（
株
式
会
社
コ
ピ
ー
愛
媛
）

　

廃
屋
に
な
っ
て
久
し
い
家
の
庭
で
す
が
、
毎
年
春
に
な
る
と
可
愛
ら
し
い
ぼ
け
の

花
が
咲
き
ま
す
。
廃
屋
の
寂
し
さ
を
一
層
際
立
て
ま
す

五

月

号

　

兼   

題　

「
五
月
」「
新
茶
」「
初
鰹
」「
新
緑
」
「
筍
」

締
め
切
り　

四
月
十
五
日

六

月

号

　

兼   

題　

「
虹
」「
汗
」「
雨
蛙
」「
若
葉
」「
田
植
」締

め
切
り　

五
月
十
五
日

　

い
ず
れ
の
兼
題
で
投
句
下
さ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
兼
題
に
か
か
わ
ら
ず

自
由
に
詠
ん
で
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

講
評
：
髙
橋　

大
輔
さ
ん

（
広
報
情
報
化
委
員
）

　

最
優
秀
賞
の
大
吉
さ
ん
に
は
、
表
彰
状
と
㈱
ス
リ
ー
ラ
イ

ン
ズ
（
山
内
満
子
さ
ん
、
南
予
支
部
）
の
ス
テ
キ
な
商
品
を

贈
呈
い
た
し
ま
す
。

○
㈱
ス
リ
ー
ラ
イ
ン
ズ
の
「
き
ぬ
青
の
り
」

　

井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
た
き
れ
い
な
海
水
を
用
い
、
密
閉
し

た
タ
ン
ク
で
養
殖
し
て
い
る
た
め
、
不
純
物
が
な
く
絹
の
よ

う
に
美
し
い
管
状
に
な
る
こ
と
か
ら
「
き
ぬ
青
の
り
」
と
命

名
し
て
い
ま
す
。
エ
ビ
・
カ
ニ
な
ど
か
ら
も
隔
離
さ
れ
た
環

境
で
す
の
で
、
甲
殻
類
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
も
安
心
し
て
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
料
理
や
お
菓
子
の
材
料
と
し
て
、
芳

醇
な
磯
の
香
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

同
友
会
で
俳
友
会
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～お知らせとお願い～

　事務局では、 愛媛新聞を購読しており、 愛媛新聞紙面上の記事につきましては掲載情報をお知らせするとと

もに保存をしております。 他紙につきましても、 報道 ・ 掲載がございましたら、 ぜひスキャンデータやコピーをお

送りください。

　なお、 出版物や発行物のコピーや写真を SNS 含め無断転載すると、 著作権法違反となる場合がございますの

でご注意ください。

※会員企業さんの取り組みが主体となって掲載されていた記事を紹介しています。

◆ 2021 年 2 月 16 日 ・ 愛媛新聞 ： ㈱モバイルコム 「会員らの菓子　子どもたちに　モバイルフィット県社協を通じ寄贈」

◇ 2021 年 2 月 17 日 ・ 愛媛新聞 ： スリーラインズ㈱ 「アオノリ養殖　人を結ぶ」

◆ 2021 年 2 月 19 日 ・ 愛媛新聞 ： 河原パティシエ ・ 医療 ・ 観光専門学校 「山里に声の贈り物　旧中山町歌や朗読劇収録」

◇ 2021 年 2 月 20 日 ・ 愛媛新聞 ： ネッツトヨタ瀬戸内㈱ 「地域に見合った公共交通考える　松山で自治体関係者ら」

◆ 2021 年 2 月 20 日 ・ 愛媛新聞 ： 河原医療大学校 「作業療法士の卵　災害支援学ぶ」

◇ 2021 年 2 月 23 日 ・ 愛媛新聞 ： ㈱薄墨羊羹 「羊羹　赤ちゃんもペロリ　ミカンやカボチャ　ペーストに」

◆ 2021 年 2 月 26 日 ・ 愛媛新聞 ： 河原デザイン ・ アート専門学校 「まち協盛り上げよう　映像編集専門学生が協力」

◇ 2021 年 2 月 26 日 ・ 愛媛新聞 ： 河原デザイン ・ アート専門学校 「高資格合格おめでとう　河原学園 123 人 「称える会」」

◆ 2021 年 3 月 1 日 ・ 愛媛新聞 ： ㈱レスパスコーポレーション 「5G 活用シェアオフィス　東温の商業施設に開設」

◇ 2021 年 3 月 1 日 ・ 愛媛新聞 ： 聖カタリナ大学 「高齢者目線　介護優しく　聖カタリナ大生ら　エプロン ・ タオル開発」

◆ 2021 年 3 月 8 日 ・ 愛媛新聞 ： 河原学園 「プロに学ぶ　仕事の魅力　松山でフェスタ」

◇ 2021 年 3 月 10 日 ・ 愛媛新聞 ： 河原学園 「友や恩師の言葉力に」

必
要
と
さ
れ
る
企
業
と
人

秋

川

保

親

氏

秋
川
会
計
事
務
所
㈱
取
締
役

愛
媛
同
友
会　

経
営
相
談
室
長

　

世
の
中
に
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
、
在
っ
て
も

無
く
て
も
良
い
も
の
、
邪
魔
に
な
る
も
の
の
三
つ
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
人
間
や
企
業
で
も
同
じ
で
す
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、
ど
ん
な
仕
事
に
も
共
通
す
る
の
は
、
社
会
が

必
要
と
し
て
い
る
か
ら
成
り
立
ち
、
必
要
と
し
な
く
な

れ
ば
消
滅
し
ま
す
。
仮
に
、
一
軒
の
「
う
ど
ん
屋
」
が

潰
れ
そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
う
ど
ん
を
食
べ
に
行
く
お

客
様
は
い
ま
せ
ん
。

　

世
の
中
が
求
め
な
く
な
り
、
人
々
が
必
要
と
し
な
く

な
れ
ば
大
企
業
と
い
え
ど
も
存
続
で
き
な
い
の
が
経
営
の

大
原
則
で
す
。

　

事
業
で
成
功
し
て
い
る
人
の
共
通
点
は
、
自
分
の
仕
事

に
使
命
感
と
情
熱
を
持
ち
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
常
に
学

び
、
損
得
で
な
く
、
お
客
様
の
期
待
を
超
え
る
サ
ー
ビ

ス
や
仕
事
に
喜
び
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

“平成の赤ひげ”の
経
営
相
談
室
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

会員掲示板
【訃報】

愛媛同友会会員　阿部祥太氏 ・ ㈲阿部木工　代表取締役の

ご尊父様である 阿部信之様 （享年６７歳　元 ・ 会員） が

2021 年 3 月 10 日、 永眠されました。

謹んでお悔やみ申し上げます。



（１） �第 9 回経営フォーラムの総括に向けて感想等について意

見交換された。実行委員会で意見を総括へ反映させていく。

（２） �次期理事選出に向けた理事役員の心得 （2020） の扱いに

ついて協議された。 結果、 理事役員の心得 （2020） にも

とづき選出に努めることを前提として、 2021 年度の理事役

員は支部三役 ・正副委員長のうち理事とならない場合を

容認する過渡的措置を引き続きとる。 ただし、 2022 年度

以降は過渡的措置を原則延期せずに、 理事役員の心得

（2020） にもとづいて理事選出を出来るように１年かけて努

力していくこととした。

○ 理事の心得がいま出来ていなくとも 「努めること」、 やりたいと

思っていることが大切。 2022 年度以降は過渡的措置が「ない」

ということで、 1 年間で結論を出すことにしたい。 過渡的措置

があることで歪みもあるかもしれないが、 2021 年の 1 年かけて

正していくことが総意。

○ 本論点とは別だが、 役員選出基準の議論に関連して各支部 ・

委員会で女性理事 ・ 役員の登用も今後真剣に考える必要が

ある。

（３） �地域づくり方針について米田順哉代表理事より説明され協

議された。 引き続き、 メール等にて方針への意見を受け付

ける。 また、 従来の地域づくり方針に記載したキャリア教

育や金融機関との連携等の項目を企業づくり方針 ・同友

会づくり方針へ明記したため次回理事会にて県運動方針

すべて承認事項として挙げていく。

○ 地域づくりには現状認識を共有することが基本であり、 全国的

な会員減や厳しい経営環境の中でどう地域をつくるのか同友

会が力を発揮する時期。 環境問題もこの 10 年が勝負という危

機感を共有する必要がある。 日本経済ビジョンは学習をはじ

め、 愛媛の地域経済ビジョンを作るのは難しいため、 いつま

でに作るというバックキャスティングで考え目標を立て、 例えば

2025 年の全研までに案が出来ているなどが考えられるのでは

ないか。

○ これまでは広報の学習会テーマは情報発信力が主だったが、

あらゆる時事テーマについて学んでいく必要がある。 また、 報

道関係者の懇談会は全国的にも特徴的で、 広く会員さんに参

加してもらえる仕組みづくりが必要。

○ 政策委員会を自身で形にしていくために各支部例会、 委員会

など様々に関わっていく中で、 政策に関しては 「すべてに関

わらなければ出来あがらない」 のではないか。

（１） 入会 ・退会承認

（２） �南予支部設立に向けた取り組みと、 南予準備会役員の理

事会オブザーバー参加について承認された。

○�セレモニー的なキックオフは行わず、2021 年 3月に交流
の場をもって設立企画に代える。また、「セレモニー的な
設立記念総会」は新型コロナの情勢が南予で落ち着いた
時期に行う。
○�原田浩会員〔㈱誠実村�代表取締役社長〕を基本として理
事会へオブザーバー参加していく。

（３） �ローカルSDGs四国（LS四国）の入会について承認された。

事務局で入会手続きを進める。

○ 中同協 ・ 四国ブロックの環境経営委員会にて LS 四国へ積極

的に参加していくことで合意している。

（４） �マイナビ 「高校生向けフィールドスタディサイト」 LOCUS

へ周知案内等の協力依頼が承認された。

（５） �チャレンジ ・ ジョブ学生補助員の交代 （山内康平氏） につ

いて承認された。

（１） 前回理事会報告 （文書報告）

（２） �中同協 ・正副代表理事会議、 各支部 ・委員会等からの

報告

○ 米岡一嘉 ・ 政策委員長より中同協 ・ 憲章条例 ・ 政策委員会

合同会議からの報告がされた。 7 月 20 日 「中小企業の日」

を中心とした 「PR 月間」 について、 中同協中心に 1000 名の

オンライン全国会議を行う予定。 また 『地域金融の未来』 の

著者森俊彦氏による講演があり、 商工中金の対話型当座貸

越 （無保証）、 日本公庫の資本制劣後ローンの活用、 証券

会社の株式担保ローンの 3 点から活用をと紹介されたことと、

『地域金融の未来』 の書籍購読も勧められた。

○ 武田正輝 ・ 広報情報化委員長より、 2 月 18 日に参加した中

同協・広報委員会の報告として、 奈良同友会のパンフ改訂や、

ホームページに例会のコメントを掲載すること、 また資料請求

のページも設け会員が資料をお届けに行くなど、 広報を増強

にも関連づけ多彩に取り組まれている事例が紹介された。

○ 2020 年度キャリア教育講師派遣授業実績 （文書報告）

（３） 全国 ・他団体行事について （文書報告）

○  2021 年度 ・ 松山大学提供講座について （昨年度に予定し

ていた講義が延期されました）

○  3 月 13 日 （土） 10 ： 30 ～ 17 ： 30 中小企業問題全国研究

集会 from 福島　目標 10 名、 申込 8 名

○  3 月 20 日 （土） 13 ： 00 ～ 16 ： 45 四国ブロック連携環境を

考える会 （高松サンポート＋ zoom 併用）

○ 愛媛大学スポーツ健康科学講座アンケート調査報告・セミナー

のご案内（うつ病と新型コロナ感染症対策 オンラインセミナー）　

4 月 16 日 （金） 16 ： 00-18 ： 00

…理事会議事録

2020年度　愛媛同友会　第10回理事会　議事録

　【日時】 2021 年 2 月 25 日㈭　　18 時 30 分～ 20 時 50 分　　【会場】 Zoom ミーティング

　【出席者】 理事 19 名　　委任状 7 通　　事務局 4 名　　【議長 ・ 議事録】 安丸雄介

協議事項

閉会挨拶：米田順哉代表理事

開会挨拶：田中正志代表理事

報告事項

承認事項
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究 極 の 挑 戦 者

麺 屋 十 銭
昔ながらの尾道中華そば

〒 790-0004　愛媛県松山市大街道２丁目３－１５
                         携 帯　０９０- １１７０- １８６０

～人の一生を支えられる企業になりたい～
社団法人　日本義肢協会会員
＝義肢・補装具・車椅子・補助杖・その他福祉関連商品＝

有限会社　オルソ本田
〠７９０－０９４７

松山市市坪南丁目４番２４号

ＴＥＬ(０８９)９５８－６６１７

ＦＡＸ(０８９)９５８－６６４１

E-mail:ortho@abelia.ocn.ne.jp

http://ortho-honda.com/

 
 

企業の未来を築くのは、人 

人事を核としたトータルな経営支援サービスを通じ 

職場の安心（労務管理）と企業の未来を支えます 

社会保険労務士法人 横本事務所 

〒791－3120 愛媛県伊予郡松前町 1350-6 
TEL 089-984-2078 FAX 089-984-8533 
URL http://www.humanity.co.jp 

 
 
 
 
 



ENEOS 株式会社特約店
～灯油・軽油 ・ A重油の配達もお任せください～

～災害に強いまちづくりをお手伝いします～
家庭用からプロ仕様まで /消防・防災の専門商社

本社　松山市大手町一丁目 10 番地 1

TEL 089(947)2111・FAX 089(947)2116

高松支店 /宇和島営業所 /姫原倉庫

https://www.iwamotosyoukai.co.jp


